
１．はじめに
高等学校専門学科における生徒の資格取得の取
り組みは，文部省初等中等教育局職業教育課によ
る「産業教育の改善に関する調査研究報告」の
「職業教育と資格取得等」において位置づけられ
た１）。ここでは資格取得の意義を，「専門的な知
識・技術の習得」と「目的を持った意欲的な学習
活動」を促進する観点から示している。
また，平成 20年１月の中央教育審議会の答申
における「職業に関する各教科・科目の改善」の
具体例として，「資格取得や有用な各種検定，競
技会への挑戦等，目標をもった意欲的な学習を通
して，知識，技術及び技能の定着，実践力の深化
を図るとともに，課題を探求し解決する力，自ら
考え行動し，適応していく力，コミュニケーショ
ン能力，協調性，学ぶ意欲，働く意欲，チャレン
ジ精神などの積極性・創造性等を育成する」と記
されている２）。
これらのことから，高等学校専門学科における
生徒の資格取得の取り組みは，専門学科の特性に

沿った高度な知識・技能の習得に止まらず，意欲，
態度及び方略など，学習の基盤となる能力・資質
を高めることも意図しているように思われる。こ
のことについて林・益子は，工業高校における資
格取得の取り組みは，「隠れたカリキュラム」に
相応するものであると表現している。さらに，教
育課程で定められる授業・科目の目標としての知
識・技能とは異なる能力・資質の育成が期待され
ていると指摘している３）。
高等学校専門学科の中でも，資格取得の取り組
みを強く推進しているのは，工業高等学校（以下，
工業高校）である。全国工業高校校長協会が主催
するジュニアマイスター顕彰制度では，優れた生
徒を奨励するひとつの指標として，取得した資格
を設定している４）。そのため，工業高校における
資格取得の取り組みについては，学校長や教諭ら
による実践報告が行われている。
倉岡は，工業高校を含む専門学科の資格取得は，
その学習を通して自学自習の意義を体得し，学習
と自己規制の関係を生徒が自覚する取り組みであ
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investigated their learning methods and then their learning beliefs and strategies using an inventory set, which was referenced by
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ると指摘している。また資格取得を，学級作りを
目的として行う資格取得，生徒の基礎学力の定着
と自習能力の向上を目的に行う資格取得，工業の
専門性を身につける資格取得の３つに分類し，自
学自習能力の段階的な発達を検討している５）。
山田は，資格取得の取り組みが，合格させるた
めの指導になることのリスクを含んでいることを
危惧しながらも，その教育的効果について言及し
ている。その効果には，学校の活性化，学習意欲
の向上，学習方法の習得，生徒指導，進路指導な
どを挙げ，様々な側面から資格取得の取り組みを
評価している６）。
これらの報告からも，資格取得の取り組みが専
門的知識・技能の習得だけでなく，様々な能力・
資質の涵養に貢献していることが示唆される。し
かし，これらの報告は資格取得の取り組みを実践
した教員の指導や評価の経験から記されたもので
あり，客観的なデータの裏付けに基づいて検証さ
れたものではない。
工業高校生徒の資格取得に関しては，宮崎県の
実態を把握した報告が行われている７）。しかし，
この報告では，取得した資格の種類を調査するに
止まり，生徒の資格取得に対する意識を検討する
には至っていない。資格取得に取り組んだ生徒が，
その取り組みをどのように評価し，意義付けを行
っているのかを分析することは，資格取得の指導
の在り方などを検討するために重要である。また，
資格取得による意義や効果について，涵養された
学習意欲や学習態度などの視点から分析すること
は，今後の工業高校において充実した資格取得の
取り組みを組織的に行うためにも重要であると思
われる。
本稿では，工業高校の資格取得の取り組みの意
義について，生徒の意識から分析することを目的
とした。具体的には，生徒が資格取得に取り組ん
だ方法，資格取得に対して生徒が感じた意義など
を調査し，学習そのものに対する考え方や捉え方
を測定する学習観・学習方略尺度との関連性を検
討・考察した結果を報告する。

２．調査の方法
2.1 調査対象生徒

工業高校の３年生を対象として，資格取得の取
り組みの実態や意義を把握するための調査を実施

した。調査は，2010年の 11月，広島県内の工業
高校２校（A校，B校）の生徒 149名を対象に行
った。

A校は市街地に位置し，機械科，電気科，建築
科，土木科および化学工業科から構成されている。
また，県の工業教育の拠点校として指定を受けて
おり，工業の分野における将来のスペシャリスト
を育成することを目指して，高度な資格取得等を
目標のひとつとして掲げている。A校からは電気
科：電力コースの 35名，電気科：電子・情報コ
ースの 41名，計 76名の有効回答を得ることがで
きた。

B校は郊外に位置し，機械科，素材システム科，
電気科，情報技術科，建築科およびインテリア科
から構成されている。地域の産業を担うスペシャ
リストの育成，新たな時代を切り拓く高度な技術
者および技術・技能実務者の育成を使命として掲
げ，全国トップ 10を目指した専門教育を重点目
標とし，資格取得の推進等を行っている。B校か
らは，電気科の37名，情報技術科の36名，計73

名のデータを収集した。
これらの調査対象生徒の資格や検定への受検状
況を把握した結果，多くの生徒は 10回程度の受
験経験があることがわかった。また，受験した資
格・検定の種類を調査した結果，９割以上の生徒
が計算技術検定（３級）と情報技術検定（３級）
の試験を受けていることがわかった。さらに，こ
れらの資格・検定を受験した理由には，学校・学
科が受験や取得を推奨していることを挙げる生徒
が多かった。このことから，調査対象とした工業
高校では，資格取得に対して積極的な指導を行っ
ていることが推察できる。

2.2 調査票の構成

調査票は，「資格取得の取り組みの内容と意義」
と「学習観の構造」に関する内容で構成した。
「資格取得の取り組みの内容と意義」について
は２つの観点から質問した。
ひとつは，工業高校生徒の資格取得の取り組み
の実態を，学習方法の側面から検討することを試
みるものである（以後，「取り組みの方法」）。
「資格や検定に取り組んだとき，あなたはどの
ように勉強しましたか」と質問した。調査対象生
徒は，複数の資格や検定の取得を目指していると
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予想されたため，主に力を入れて取り組んだ資格
や検定について考えさせた。回答選択肢には，
「学校の授業」「課題研究」「クラブ活動」「学校で
の補習」「学校での自習」「自宅での自習」「通学
中の自習」及び「通信教育の受講」を用意して，
複数回答を可能とした。
もうひとつは，工業高校生徒が感じている資格
取得の取り組みの実態を，意義の側面から検討す
ることを試みた設問である（以後，「取り組みの
意義」）。
「これまでの資格や検定のためのあなたの取り
組みを具体的にふりかえって，意義があると感じ
ることはなんですか。身についたことや役に立っ
たこと，嬉しかったこと，悔しかったことなど，
できるだけ詳しく，たくさん書いてください。」
の質問に対して，自由記述で回答を求めた。
「学習観の構造」に関しては，工業高校生徒の
学習に対する考え方を把握することを目的とし
て，学習観尺度と学習方略尺度を用いて質問項目
を作成した８）。
学習観とは，「学習とはどのようにして起こる

のか，どうしたら学習は効果的に進むのか」とい

う学習成立に関する信念であるとされている９）。
学習観尺度は「環境志向」，「方略志向」及び「学
習量志向」の３つの因子から構成される 18項目
（表１）を含んでいる。
回答は７件法として，全くそう思わないA，

そう思わないB，どちらかというとそう思わな
いC，どちらともいえないD，どちらかという
とそう思うE，そう思うF，全くそのとおりだ
と思うGの選択肢より回答を求めた。
学習方略尺度は，認知的方略のひとつとされる

「精緻化方略」と，自己制御方略のひとつとされ
る「モニタリング方略」の因子から構成されてい
る。「精緻化方略」とは，記憶課題の際，丸暗記
するのではなく既存知識と関連づけて覚えようと
する学習方略である。また，「モニタリング方略」
とは，問題解決や文章読解の際に，自分の理解状
態をメタ的に自己監視する学習方略である。質問
項目には各因子６項目の計 12項目（表２）が含
まれている。
回答は７件法であり，全くそうしないA，ほ
とんどそうしないB，どちらかというとそうし
ないC，どちらともいえないD，どちらかとい
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表１　学習観尺度の質問項目と調査結果

・質問項目は植木（2002）より構成した。

NO. 質問項目 因子 全体 （SD）

1 １日何時間と決めてコツコツと勉強していれば，いつか報われる。 学習量志向 5.12 (1.60)

2 勉強ができる人は，勉強のやり方がうまい人だ。 方略志向 5.42 (1.57)

3 とにかく根性をもって頑張り続けることが効果的だ。 学習量志向 5.27 (1.61)

4 良い塾に通っていることが，成績を上げることにつながる。 環境志向 3.40 (1.85)

5 人それぞれ，自分にあった勉強方法を工夫した方が効果的だ。 方略志向 5.79 (1.22)

6 同じことを繰り返しているうちに，いつの間にかそれが身につく。 学習量志向 5.72 (1.38)

7 家庭教師に習っていると成績は上がると思う。 環境志向 3.74 (1.77)

8 勉強する前に，どういうふうにしたらうまくいくか考える必要がある。 方略志向 4.96 (1.30)

9 大事なことは，勉強しやすい環境にいるということだ。 環境志向 5.22 (1.41)

10 勉強ができるできないは，勉強した量に比例する。 学習量志向 4.10 (1.86)

11 たくさんの量を積み重ねることが効果的だ。 学習量志向 4.65 (1.62)

12 教え方のうまい先生に習っていれば，成績はよくなるものだ。 環境志向 4.84 (1.52)

13 どう勉強したら成績が上がるか，ということを考えるのは効果的だ。 方略志向 4.93 (1.41)

14 勉強のしかたは自分で変えていくと効果がある。 方略志向 5.26 (1.26)

15 時間をかけて勉強することが効果的だ。 学習量志向 4.46 (1.61)

16 成績の良い人は要領がよい。 方略志向 5.33 (1.47)

17 みんなの成績がいいクラスにいれば，成績は良くなる。 環境志向 3.75 (1.70)

18 成績を上げるためには，分かりやすい授業をする先生が必要だ。 環境志向 4.93 (1.62)



うとそうするE，よくそうするF，必ずそうす
るGの選択肢より回答を求めた。

３．調査の結果
3.1  「取り組みの方法」に対する回答

主に力を入れた資格や検定に「取り組んだ方法」
に対する回答選択肢の度数を図１にまとめた。
取り組んだときの勉強の方法や場所のうち回答
数が多かったのは，「学校での補習」（67.1%）と
「学校の授業」（66.4%）であった。このことから，
資格取得の取り組みに対して，工業高校の教育課
程とも意図的に関連させて資格取得の指導を行っ
ていることが推察される。また，補習を行うなど，
計画的な資格取得に取り組んでいることがわかっ

た。次に回答数が多かったのは「自宅での自習」
（44.9%）と「学校での自習」（38.2%）であった。
従って，生徒は学校での授業や補習の他に，自宅
などにおいても積極的に学習を行い，資格取得を
目指していることが考えられる。

3.2「取り組みの意義」に対する回答

資格取得に対する「取り組みの意義」を回答し
た自由記述を分析することを試みた。そのため，
「合格したこと」「成就したこと」「不合格だった
こと」「次回への動機づけ」「自分への評価」「プ
ロセスの評価」「学習への評価」「能力の獲得」及
び「信念の構築」などの９カテゴリーを作成して
自由記述の分類を行った。
得られた自由記述を集計すると，調査対象の生
徒が感じている資格取得の取り組みの意義に関す
るカテゴリーの出現数は表３のようになった。
資格取得の「取り組みの意義」について出現が
多く 30%以上の出現率であったカテゴリーは，
「プロセスの評価」（42.3%），「合格したこと」
（36.9%），「不合格だったこと」（33.6%）及び「学
習への評価」（32.9%）であった。このうち，「合
格したこと」や「不合格だったこと」は資格取得
の取り組みに対する結果の評価である。一方で，
「プロセスの評価」や「学習への評価」は，生徒
自身が資格取得への取り組みの過程を見つめ直す
記述が含まれている。
このことから，生徒は資格取得の合格や不合格
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図１ 「取り組みの方法」に対する回答結果

表２　学習方略尺度の質問項目と調査結果

（－）は逆転項目を示す。 ・質問項目は植木（2002）より構成した。

NO. 質問項目 因子 全体 （SD）

19 授業中や授業後に，先生が言ったことを自分が理解できているか問い直してみる。 モニタリング方略 3.95 (1.54)

20 （－）勉強内容を覚えるとき，意味が分からない言葉は頭の中で繰り返して覚える。 精緻化方略 3.64 (1.59)

21 問題を解いていて分からなくなったとき，どこでつまずいているのか一度考えてみる。 モニタリング方略 4.74 (1.45)

22 何かを読んでいるとき，読んでいることと自分が知っていることを関係づけようとする。 精緻化方略 3.38 (1.52)

23 勉強してきたことを確認するために，自分自身に質問する。 モニタリング方略 3.90 (1.57)

24 何かを読んでいるときに，一度中断して，読んだ内容を確認しながら読み進める。 モニタリング方略 4.21 (1.59)

25 勉強していて何か難しい言葉があれば，自分が分かるような言葉に置き換えて理解する。 精緻化方略 4.55 (1.57)

26 何かを読んでいるときに，自分がどの箇所まで理解できているのか考えながら読む。 モニタリング方略 4.30 (1.55)

27 （－）勉強していて分からないことが出てきたら，そのまま暗記する。 精緻化方略 4.39 (1.69)

28 勉強で何か覚えられないことが出てきたら，自分が覚えやすいように工夫して覚える。 精緻化方略 4.93 (1.44)

29 教科書や参考書を読むとき，自分が内容を理解できているのかどうか注意しながら読む。 モニタリング方略 4.44 (1.50)

30 勉強内容を暗記する前に，それが頭に残りやすいような形に変えて覚えようとする。 精緻化方略 4.68 (1.56)



という結果について，嬉しさや悔しさを伴って情
意的に評価するとともに，取り組みの過程で学習
した方法や姿勢を省察し，その意義を捉え直して
いるのではないかと考えられる。

3.3 学習観，学習方略尺度の回答

学習観尺度における「環境志向」，「方略志向」
及び「学習量志向」について因子平均値と標準偏
差を算出した。また，学習方略尺度項目における
「精緻化方略」と「モニタリング方略」について，
因子平均値と標準偏差を算出した結果も併せて
表４に示す。尚，各因子の内的整合性を確認する
ためにクロンバックのα係数を算出した。その結
果，学習観尺度では，「環境志向」において0.80，
「方略志向」において 0.80，「学習量志向」では

0.82の値が得られた。また，学習方略尺度では，

「精緻化方略」において0.78，「モニタリング方略」
では0.85の値が得られた。
学習観尺度を構成する「環境志向」（4.31），

「学習量志向」（4.89）の因子では，平均値は 4.0

以上であった。「方略志向」（5.28）の因子では，
平均値が 5.0を超えていた。学習方略尺度を構成
する「精緻化方略」と「モニタリング方略」の因
子において，いずれも平均値が4.26であった。
「方略志向」の平均値が比較的高いことから，
調査対象の生徒が学習をする際には，何らかの方
法に沿って行おうとする志向性が高くなっている
ことが考えられる。

3.4  「取り組みの方法」と学習観，学習方略の関

連性

「資格取得の取り組みの内容と意義」と「学習
観の構造」との関係を検討することを試みた。そ
のため，「取り組みの方法」と「取り組みの意義」
の各カテゴリーの出現により対象生徒を分類し，
学習観因子と学習方略因子の平均値を t検定によ
って比較した。
その結果，「学校の授業」と「自宅での学習」
で分類された生徒群において有意差が認められる
因子が表出した。そのため，カテゴリーの出
現による学習観因子と学習方略因子の平均値を
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表４　学習観，学習方略尺度の回答結果

表３ 「取り組みの意義」対する回答結果

・出現率は調査対象生徒N=149からの割合を示す。

カテゴリー 出現率 内容と記述例

合格したこと 36.9% ＿（＿内＿容＿）＿＿試＿験＿に＿合＿格＿し＿た＿喜＿び (記述例)資格を取得できたのが嬉しかった。合格通知を見たときが一番
うれしかったです。

成就したこと 27.5% ＿（＿内＿容＿）＿取＿り＿組＿み＿の＿成＿果＿が＿成＿就＿し＿た＿喜＿び (記述例)長い間勉強して取得したときに達成感があり，とても
うれしかったです。日々の努力が結果として現れることの嬉しさは，なんともいえない。

不合格だったこと 33.6% ＿（＿内＿容＿）＿試＿験＿に＿不＿合＿格＿だ＿っ＿た＿悔＿し＿さ (記述例)勉強したのに，電気工事士を取得できなかった。あと１問
で落ちたのが悔しかった。

次回への動機づけ 16.8% ＿（＿内＿容＿）＿次＿回＿へ＿の＿動＿機＿づ＿け＿を＿行＿う＿も＿の (記述例)不合格だった時はこの事をバネに絶対とるんだという事
につながった。落ちて悔しかったので，次は受かりたい。

自分への評価 8.7% ＿（＿内＿容＿）＿気＿持＿ち＿の＿変＿化＿の＿う＿ち＿，＿自＿分＿に＿対＿す＿る＿評＿価 (記述例)検定に合格することで，自分に自信がついた。
頑張れば自分もできるんだと思った。

プロセスの評価 42.3% ＿（＿内＿容＿）＿気＿持＿ち＿の＿変＿化＿の＿う＿ち＿，＿プ＿ロ＿セ＿ス＿に＿対＿す＿る＿評＿価 (記述例)補習や自習をがんばってして，受かった
ことがよかった。学校での学習に加えて，自主学習の大切さ。

学習への評価 32.9% ＿（＿内＿容＿）＿気＿持＿ち＿の＿変＿化＿の＿う＿ち＿，＿学＿習＿に＿対＿す＿る＿評＿価 (記述例)あきらめないこと，努力することを学びまし
た。分からないところが分かるようになること，学んでいく喜びがありました。

能力の獲得 15.4% ＿（＿内＿容＿）＿獲＿得＿さ＿れ＿た＿能＿力 (記述例)色々な工具の使い方を覚えることができた。プログラムの内容が多
少分かりやすく見えて，今までの視点が変わった。

信念の構築 16.8% ＿（＿内＿容＿）＿資＿格＿取＿得＿に＿対＿す＿る＿信＿念 (記述例)資格や検定は，一生残っていくので，働くときに役立ってい
くと思う。自分のスキルになって就職に有利になったので，自分を高めるものだと思った。

尺　度 因　子 平均値 (SD）

学習観

環境志向 4.31 （1.16）

方略志向 5.28 （0.97）

学習量志向 4.89 （1.18）

学習方略
精緻化方略 4.26 （1.24）

モニタリング方略 4.26 （1.17）



表５に示す。
「学校の授業」では，学習方略因子の「精緻化
方略」（t(148)=2.08，p<0.05）と「モニタリング
方略」（t(148)=2.58，p<0.05）で有意差が認めら
れ，いずれもカテゴリーが出現した生徒の平均値
が高かった。
また，「自宅での学習」では，学習方略因子の

「精緻化方略」（t(148)=2.73，p<0.01）と「モニタ
リング方略」（t(148)=2.61，p<0.05）で有意差が
認められ，両因子ともにカテゴリーが出現した生
徒の平均値が高く示された。
これらの結果から，「学校の授業」や「自宅で
の学習」で資格取得の取り組みを推進した工業高
校生徒は，学習方略に対する意識を変化させてい
ることが推察できる。
また，「学校の授業」を回答した生徒は 99名，

「自宅での学習」を回答した生徒は67名であった。
そのうち，「学校の授業」，「自宅での自習」の両
方に回答した生徒は51名であった。これは，「学
校の授業」を回答した生徒の51.5％，「自宅での
学習」を回答した生徒の76.1％に相当していた。
このことから，授業での取り組みは「精緻化方
略」や「モニタリング方略」に関する学習方略の
使用を高めるものであり，これが自宅での学習を
行う際にも同様に行われたのではないかと考えら
れる。従って，授業において効果的な学習方略を
示すことができれば，自宅などでの学習でも同様

に取り組むことができるようになり，学習の仕方
が効果的になるのではないかと思われる。

3.5  「取り組みの意義」と学習観，学習方略の関

連性

「取り組みの意義」においては，「成就したこと」
「学習への評価」及び「能力の獲得」で分類した
生徒群で有意差が認められる因子が表出した。そ
のため，カテゴリーの出現による学習観因子と学
習方略因子の平均値を表６に示す。
「成就したこと」では，学習観尺度の「学習量
志向」因子で有意差が認められ（t(148)=2.11，
p<0.05），カテゴリーの出現した生徒群の平均値
が高く示された。
「学習への評価」では，学習観尺度の「学習量
志向」因子で有意差が認められ（t(148)=2.07，
p<0.05），カテゴリーの出現した生徒群の平均値
が高く示された。
これらの結果から，資格取得の取り組みの意義
として，「成就したこと」や「学習への評価」を
位置づけた生徒は，学習の量に関する考え方を変
化させていることが推察できる。
また，資格取得の取り組みに対する自由記述に

「成就したこと」が表出した生徒は 41名，「学習
への評価」が含まれた生徒は 49名であった。こ
のうち，「成就したこと」，「学習への評価」の両
方に該当する自由記述を記した生徒は 24名であ

表５ 「取り組みの方法」と学習観，学習方略因子の関連性

df=148，＊p<0.05, ＊＊p<0.01

取り組みの
方法

学習観，
学習方略因子

学校の授業 自宅での学習

出現あり 出現なし
t値

出現あり 出現なし
t値

(n=99) (n=50) (n=67) (n=82)

環 境 志 向 4.39 4.16 1.17 4.19 4.42 1.21

(1.13) (1.23) (1.06) (1.25)

方 略 志 向 5.37 5.10 1.63 5.41 5.18 1.41

(0.85) (1.17) (0.81) (1.08)

学 習 量 志 向 4.97 4.72 1.23 5.06 4.75 1.59

(1.15) (1.24) (1.01) (1.30)

精 緻 化 方 略 4.72 4.33 2.08＊ 4.85 4.37 2.73＊＊

(0.90) (1.34) (0.88) (1.19)

モニタリング方略 4.43 3.92 2.58＊ 4.53 4.04 2.61＊

(0.99) (1.41) (0.90) (1.32)
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った。これは，「成就したこと」が含まれた生徒
の 58.5%，「学習への評価」に該当した生徒の
48.9%に相当した。
さらに，これらの生徒の自由記述からは，「毎
日」「頑張って勉強して」「達成」などが多く出現
していた。さらに，「努力」「コツコツ」「時間を
かけて」など，学習量と関連深い自由記述も多く
出現していた。
このことから，資格取得の取り組みにおいて，
結果だけに囚われるのではなく，学習の過程を重
視し，学習への考え方，捉え方に変化のあった生
徒は，能率や効率だけではなく，学習量に対する
価値づけを行っていると考えられる。従って，資
格取得の取り組みの意義に成就感や学習への捉え
方を意識させる学習指導を行うことにより，継続
して一定量の学習を推進する態度などが身につき
やすいのではないかと思われる。
また，「能力の獲得」では，学習観尺度の「環
境志向」因子で有意差が認められ（t(148)=2.04，
p<0.05），カテゴリーの出現していない生徒群の
平均値が高く示された。
この結果から，「能力の獲得」を意識した生徒
は，学習環境に対する捉え方を変えていることが
考えられる。
「環境志向」因子の質問項目には，自分の学習
を教員や他者との関連づけることや，クラスや塾
などの環境に結びつけることが含まれている。

「能力の獲得」に関する自由記述が表出した生徒
は，「環境志向」得点が低いことから，学習の成
果として獲得された能力について，自らの学習を
基盤として習得したことに関する自覚を持ってい
ると推察できる。このことは，資格取得による学
習への効力感などに結びつくことが予想されるた
め，学習する環境などを的確に整えることの重要
性が示唆される。

４．おわりに
本稿では，工業高校における資格取得の取り組
みに関する意義について，生徒の意識から実証的
に検討することを目指した調査分析を行った。そ
の結果，実施した調査の条件下では以下のような
示唆を得ることができた。
A 取得を目指す資格や検定に対して，「学校で
の補習」や「学校の授業」を主な方法として取
り組んでいる。また，「自宅での自習」や「学
校での自習」など，資格取得を目指した自主的
な学習にも取り組んでいることが推察された。

B 資格取得へ取り組む意義として，合格・不合
格の結果を得るだけでなく，「学習」すること
や取り組みの「プロセス」に対する位置づけを
再確認する機能があることが推察できた。

C 「学校の授業」や「自宅での自習」で資格取
得に取り組んだ生徒は，学習方略に対する意識
を変化させ，知識の関連づけに対する方略の使
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表６ 「取り組みの意義」と学習観，学習方略因子の関連性

df=148，＊p<0.05, ＊＊p<0.01

取り組みの
方法

学習観，
学習方略因子

成就したこと 学習への評価 能力の獲得

出現あり 出現なし
t値

出現あり 出現なし
t値

出現あり 出現なし
t値

(n=41) (n=108) (n=49) (n=100) (n=23) (n=126)

環 境 志 向 4.50 4.24 1.22 4.45 4.25 0.99 3.86 4.40 2.04＊

(0.97) (1.23) (0.96) (1.26) (1.17) (1.15)

方 略 志 向 5.42 5.23 1.06 5.43 5.21 1.26 5.54 5.23 1.41

(0.70) (1.05) (0.67) (1.09) (0.83) (0.99)

学 習 量 志 向 5.21 4.76 2.11＊ 5.17 4.75 2.07＊ 4.93 4.88 0.21

(0.90) (1.26) (0.82) (1.31) (1.29) (1.17)

精 緻 化 方 略 4.86 4.48 1.91 4.79 4.49 1.64 4.78 4.55 0.91

(0.92) (1.12) (0.82) (1.18) (0.92) (1.11)

モニタリング方略 4.53 4.16 1.75 4.33 4.22 0.55 4.30 4.25 0.17

(1.00) (1.22) (0.90) (1.29) (1.08) (1.19)



用や，自己の学習や活動をモニタリングする能
力が高まっていることが推察できた。

D 「成就したこと」や「学習への評価」を資格
取得の取り組みの意義として位置づけた生徒
は，学習の量に対する認識を変化させ，重要視
するようになっていることが推察された。
本稿では，工業高校の資格指導の意義と効果に
ついて，学習観や学習方略などの側面から検討を
行った。しかし，資格指導の取り組みについては
様々な観点から考察が行われており，そのひとつ
には，職業観や勤労観の形成・発達に関するもの
がある。例えば，原田は資格取得の取り組みを通
して，望ましい職業観・勤労観及び職業知識や，
自己理解と主体的な職業選択の能力・態度の形成
に結びつけることの必要性を指摘している９）。ま
た，学習成果の評価という観点からも資格取得は
注目されており，教科・科目との関連性や，学習
過程の明確化を図る取り組みの充実が求められて
いる10）。このように様々な観点から資格取得の取
り組みに対する分析や考察を行うことが課題とし
て考えられる。今後も継続して検討を進めていき
たい。
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